
- 1 -

「
古
代
語
の
し
る
べ
」
第
十
回

シ
ヅ
ム
［
沈
］
と
シ
ヅ
ム
［
鎮
］

―
金
田
一
法
則
か
ら
見
る

―
（
下
）

蜂

矢

真

郷

（
「
上
」
に
続
く
）

さ
て
、
シ
ヅ
ム
［
沈
］
と
シ
ヅ
ム
［
鎮
］
と
が
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
の
金
田
一
法
則
か
ら
見
て
別

語
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
は
、
シ
タ
［
下
］・
シ
モ
［
下
］
と
の
関
係
で
あ
る
。

シ
タ
［
下
］・
シ
モ
［
下
］
の
『
名
義
抄
』
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、

下
シ
タ
（
上
平
）
（
観
仏
上
七
四[

ウ]

）

褌
シ
タ
モ

（
上
上
平)

（
図
三
三
五
）

季

40

下
シ
モ
（
上
〇
）
（
高

ウ
）

以
下
シ
モ
ツ
カ
タ
（
上
上
上
上
平)

（
同
）

40

の
よ
う
に
（｢

高
」
は
高
山
寺
本
、｢

季

」
は
季
綱
切
韻
か
）
、
い
ず
れ
も
高
起
式
で
あ
る
の
で
、
シ
タ
［
下
］

・
シ
モ
［
下
］
の
シ
と
合
わ
せ
て
と
ら
え
ら
れ
る
可
能
性
は
、
シ
ヅ
ム
［
沈
］
の
方
に
あ
る
。

右
に
「
シ
タ
［
下
］・
シ
モ
［
下
］
の
シ
」
と
し
た
が
、
シ
［
下
］
の
例
に
、
シ
ヅ
エ
［
下
枝
］・
シ
ハ

ニ
［
下
土
］
が
あ
る
（
エ
の
左
傍
線
は
、
ヤ
行
エ
を
表
す
）。

シ
ヅ
エ
［
下
枝
］
・
シ
モ
ツ
エ
［
下
枝
］

…
…
上
つ
枝
は
鳥
居
枯
ら
し

下
づ
枝
は
〈
志
豆
延

ほ

え

と
り
ゐ

が

し

え

波
〉
人
取
り
枯
ら
し

三
つ
栗
の
中
つ
枝
の
…
…
（
『
古
事
記
』
中
巻
・
応
神
・
四
三
）

…

ひ
と
ゝ

が

み

ぐ
り

な
か

え

…
上
つ
枝
は
天
を
覆
へ
り

中
つ
枝
は
東
を
覆
へ
り

下
づ
枝
は
〈
志
豆
延
波
〉
鄙
を
覆
へ
り

ほ

え

あ
め

お

な
か

え

あ
づ
ま

お

し

え

ひ
な

お

…
…
下
つ
枝
に
〈
斯
毛
都
延
尒
〉
落
ち
触
ら
ば
へ
…
…
（
『
同
』
下
巻
・
雄
略
・
九
九
）

し
も

え

お

ふ

シ
ハ
ニ
［
下
土
］

…
…
端
つ
土
は
膚
赤
ら
け
み

下
土
は
〈
志
波

波
〉
に
黒
き
ゆ
ゑ

三
つ
栗

は

に

は
だ
あ
か

し

は
に

ぐ
ろ

み

ぐ
り

の
そ
の
中
つ
土
の
…
…
（
『
古
事
記
』
中
巻
・
応
神
・
四
二
）

な
か

に

シ
ヅ
エ
［
下
枝
］
は
、
ホ
ツ
エ
［
上
枝
］
と
対
に
な
り
、
ナ
カ
ツ
エ
［
中
枝
］
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る

の
で
、
シ
［
下
］
の
例
と
見
て
よ
い
。
ホ
ツ
エ
［
上
枝
］・
ナ
カ
ツ
エ
［
中
枝
］
の
ツ
は
連
体
助
詞
と
見
ら

れ
る
の
で
、
シ
ヅ
エ
［
下
枝
］
の
ヅ
は
連
体
助
詞
ツ
が
濁
音
化
し
た
も
の
か
と
見
ら
れ
る
が
、
濁
音
化
の

事
情
は
明
確
で
な
い
。
右
の
よ
う
に
、
シ
ヅ
エ
［
下
枝
］
と
も
シ
モ
ツ
エ
［
下
枝
］
と
も
あ
る
例
も
あ
る

（
モ
の
右
傍
線
は
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
甲
類
を
表
す
）
。
な
お
、
シ
ヅ
エ
［
下
枝
］
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、

『
名
義
抄
』
に
な
い
が
、
『
日
本
書
紀
』
兼
右
本
に
「
辞
豆
曳
（
上
上
上
）
」（
巻
十
・
応
神
・
三
五
、
守
晟

シ

ツ

エ

本
も
同
様
〔
但
し
シ
ツ
エ
の
訓
な
し
〕
、｢

豆
」
は
ヅ
を
表
す
）
の
例
が
あ
る
の
で
、
高
起
式
と
見
て
よ
い
。

シ
ハ
ニ
［
下
土
］
は
、『
大
言
海
』［
冨
山
房
］
に
「
〔
極
土
ノ
意
、
十
二
月
ノ
志
は
モ
、
同
意
〕
底
ノ
極

シ
ハ

ニ

シ

ハ

ス

[

し]

ミ
ニ
ア
ル
土
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
シ
ハ
［
極
・
底
］
＋
ニ
［
土
］
の
複
合
と
見
る
説
も
あ
る
。
ハ
ツ
ニ
［
端
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土
］
と
対
に
な
り
、
ナ
カ
ツ
ニ
［
中
土
］
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
の
で
、
ニ
［
土
］
の
例
と
見
た
い
と
こ

ろ
で
は
あ
る
が
、
シ
ハ
［
極
・
底
］
の
例
が
確
認
で
き
な
い
の
で
、
シ
［
下
］
と
ハ
ニ
［
土
・
埴
］
と
の

複
合
と
見
る
こ
と
に
な
ろ
う
。『
上
代
編
』
に
「
底
土
。
シ
（
下
・
底
）=

ハ
ニ
（
土
）
か
。
」
と
、『
岩
波

古
語
辞
典
』〔
初
版
・
補
訂
版
〕
に
「
▽
シ
（
下
）
ハ
ニ
（
土
）」
の
合
成
語
と
い
う
。」
と
あ
る
。
な
お
、

シ
ハ
ニ
［
下
土
］
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
不
明
で
あ
る
。

ク
ラ
ジ
［
倉
下
］

兄
倉
下
弟
倉
下
（
略
）
倉
下

此
云
衢
羅
餌

（
『
日
本
書
紀
』
巻
三
・
神
武
即
位

前
・
戊
午
年
十
一
月
）〔
兄
倉
下
・
弟
倉
下
（
略
）
倉
下
、
此
を
ば
衢
羅
餌
と
云
ふ

〕

え

く
ら
じ

お
と
く
ら
じ

こ
れ

ク

ラ

ジ

い

今
一
つ
、
ク
ラ
ジ
［
倉
下
］
の
シ
も
、
シ
［
下
］
か
と
言
わ
れ
る
。
た
だ
、
固
有
名
詞
の
例
し
か
見
当

た
ら
な
い
（
「
此
云

」
は
、
漢
文
の
訓
み
と
し
て
は
「
此
に
は
…
云
ふ

」
と
す
る
の
が
正
し
い
と
さ
れ
る
が
、『
日

よ

こ
こ

い

本
書
紀
』
古
訓
に
は
「
此

」
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
る
）。

コ
レ
ヲ
ハ

こ
れ
ら
の
例
に
見
え
る
シ
［
下
］
が
、
ハ
タ
［
端
］・
ヘ
タ
［
辺
］
な
ど
に
見
え
る
接
尾
語
タ
を
伴
っ
た

も
の
が
、
シ
タ
［
下
］
と
考
え
ら
れ
る
。『
上
代
編
』
の
「
へ
た
［
辺
・
畔
］（
名
）
」
の
項
の
【
考
】
に
は
、

「
端
・
辺
の
意
で
、
単
独
に
用
い
ら
れ
る
辺
と
、
カ
ナ
タ
・
コ
ナ
タ
や
ア
ヒ
ダ
・
端
・
下
な
ど
の
接
尾
語
的

へ

ハ
タ

シ
タ

要
素
タ
と
の
複
合
語
か
。」
と
あ
る
（
「
接
尾
語
的
要
素
」
と
あ
る
が
、「
接
尾
語
」
と
し
て
よ
い
と
見
ら
れ

る
）。

ま
た
、
シ
［
下
］
が
、
オ
モ
［
面
］
と
複
合
し
て
、
母
音
の
連
続
を
避
け
縮
約
し
た
も
の
が
、
シ
モ
［
下]

で
あ
ろ
う
。『
上
代
編
』
の
「
も
［
方
・
面
］
（
名
）
」
の
項
に
は
、「
方
向
。
あ
た
り
。
面
の
オ
が
落
ち
た

オ
モ

も
の
と
も
い
わ
れ
る
。
複
合
語
の
中
に
の
み
認
め
ら
れ
る
。」
と
あ
る
。

た
だ
、
そ
の
よ
う
に
見
る
場
合
に
は
、
前
掲
シ
モ
ツ
エ
［
下
枝
］
の
例
に
よ
り
シ
モ
［
下
］
の
モ
が
甲

類
で
あ
る
こ
と
が
問
題
に
な
る
。

一
般
に
、
二
音
節
語
で
第
一
音
節
も
第
二
音
節
も
オ
列
甲
類
で
あ
る
も
の
は
、
擬
音
語
コ
コ
「
俗
説
謂
二

猿
声
一

為
二

古
々
一

」
（
常
陸
国
風
土
記
久
慈
郡
）
〔
俗
の
説

に
、
猿
の
声
を
謂
ひ
て
古
々
と
為
す

〕
・
同
コ
ゴ
「
…
辛
塩

く
に
ひ
と

こ
と
ば

さ
る

こ
ゑ

い

コ

ヽ

な

に
こ
ご
と
揉
み
〈
古
胡
登
毛
美
〉
…
」
（
『
万
葉
集
』
巻
十
六
・
三
八
八
〇
）
・
同
ト
ド
「
馬
の
音
の
と
ど

も

と
も
す
れ
ば
〈
跡
杼
登
毛
為
者
〉
…｣

（
『
同
』
巻
十
一
・
二
六
五
三
）
・
名
詞
モ
モ
［
股
］「
…
股
長
に
〈
毛

も
ゝ
な
が

々
那
賀
尓
〉
寝
は
寝
さ
む
を
…｣

（
『
古
事
記
』
巻
上
・
神
代
・
三
）・
数
詞
モ
モ
［
百
］｢

百
伝
ふ
〈
毛
々

い

な

も
ゝ
づ
た

豆
多
布
〉
角
鹿
の
蟹
…｣

（
『
同
』
巻
中
・
応
神
・
四
二
）
の
よ
う
に
、
二
つ
の
音
節
が
同
音
な
い
し
清
濁

つ
ぬ
が

か
に

が
異
な
る
類
音
で
あ
る
の
が
通
常
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

他
方
、
二
音
節
語
の
オ
列
の
甲
乙
が
第
一
音
節
と
第
二
音
節
と
で
異
な
る
こ
と
は
、
池
上
禎
造
氏
「
古

事
記
に
於
け
る
仮
名
「
毛
・
母
」
に
就
い
て｣

（｢

国
語
・
国
文
」
２-

［1
9
3
2
.
10

]

）・
有
坂
秀
世
氏
「
古

10

代
日
本
語
に
於
け
る
音
節
結
合
の
法
則｣

（
『
国
語
音
韻
史
の
研
究
』[

1
9
4
4.

7

明
世
堂
書
店
、1

9
57

.
1
0

増

補
新
版

三
省
堂
］、
も
と
「
国
語
と
国
文
学
」

-

１
［19

3
4
.
1
]

）
に
よ
る
有
坂
・
池
上
法
則
に
、｢

第
一

11

則

甲
類
の
オ
列
音
と
乙
類
の
オ
列
音
と
は
、
同
一
結
合
単
位
に
共
存
す
る
こ
と
が
無
い
。
」（
有
坂
氏
）

と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
り
得
な
い
。

シ
モ
［
下
］
を
シ
［
下
］
＋
オ
モ
［
面
］
の
縮
約
と
見
る
と
、
シ
モ
の
モ
が
甲
類
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
オ
モ
［
面
］
の
モ
が
甲
類
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
、
二
音
節
語
で
第
一
音
節
も
第
二
音
節
も
オ

列
で
あ
る
も
の
の
一
般
と
異
な
る
こ
と
に
な
っ
て
、
こ
の
見
方
は
よ
ろ
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得

よ
う
。
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し
か
し
な
が
ら
、
ム
コ
［
聟
］
の
母
音
交
替
と
見
ら
れ
る
モ
コ
［
聟
］「
ち
は
や
ぶ
る
宇
治
の
渡
に
棹
取

ぢ

わ
た
り

さ
を
と

り
に
速
け
む
人
し
我
が
仲
間
に
来
む
〈
和
賀
毛
古

許
牟
〉
」（
『
古
事
記
』
巻
中
・
応
神
・
五
〇
）
の
例
が

は
や

ひ
と

わ

も

こ

こ

あ
り
、
ま
た
、
海
藻
で
あ
る
コ
モ
［
海
蓴
］｢

母
豆
久
六
斗
／
古
母
二
斛
八
斗
／
伊
伎
須
十
三
斛｣

（
正
倉

モ

ヅ

ク

コ

モ

イ

ギ

ス

院
文
書
・
造
仏
所
作
物
帳
・
天
平
六[7

3
4
]

年
五
月
、
原
文
に
振
り
仮
名
な
し
）
の
例
も
あ
る
の
で
、
オ
モ

［
面
］
の
モ
が
甲
類
で
あ
っ
て
も
よ
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
は
な
い
。

ウ
ヘ
［
上
］
の
対
義
語
と
し
て
シ
タ
［
下
］
が
、
カ
ミ
［
上
］
の
対
義
語
と
し
て
シ
モ
［
下
］
が
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
、
分
化
し
て
行
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
な
お
、
『
上
代
編
』
の
「
し
も
つ
え
（
名
）」
の

項
の
【
考
】
に
は
、｢

ウ
ヘ
に
対
す
る
語
が
シ
タ
で
、
カ
ミ
に
対
す
る
語
が
シ
モ
で
あ
る
。」
と
あ
る
。

他
方
で
、
シ
ヅ
ム
［
鎮
］
に
関
連
す
る
語
と
し
て
、
垂
ら
す
意
の
動
詞
シ
ヅ
［
垂
］〔
下
二
段
〕
が
あ
り
、

シ
ヅ
［
垂
］
が
動
詞
化
接
尾
辞
を
伴
っ
て
派
生
し
た
動
詞
に
、
シ
ダ
ル
［
垂
］・
シ
ヅ
ク
が
あ
る
。

シ
ヅ
［
垂
］〔
下
二
段
〕

於(

二)

下
枝(

一)
取(
二)

垂
白
丹
寸
手
青
丹
寸
手(

一)

而
訓
垂

云
志
殿

（
『
古
事

記
』
上
巻
・
神
代
）
〔
下
づ
枝
に
白
丹
寸
手
・
青
丹
寸
手
を
取
り
垂
で
て
垂
を
訓
み
て

志
殿
と
云

し

え

し
ら
に

き

て

あ
を
に

き

て

と

し

よ

シ

デ

い

ふ

〕

後
れ
に
し
人
を
偲
は
く

四
泥
の
崎
木
綿
取
り
垂
で
て
〈
木
綿
取
之
泥
而
〉
幸
く
と
そ

（
お
く
）

（
し
の
）

し

で

(
ゆ

ふ)

し

（
さ
き
）

思
ふ
（
『
万
葉
集
』
巻
六
・
一
〇
三
一
）

シ
ダ
ル
［
垂
］
〔
四
段
〕

吉
備
笠
臣
垂
（
略
）
垂

此
云
之
娜
屢

（
『
日
本
書
紀
』
巻
二
十
五
・
孝
徳

天
皇
・
大
化
元
年
九
月
、
人
名
）〔
吉
備
笠

臣
垂

(

略
）
垂
、
此
を
ば
之
娜
屢
と
云
ふ

〕

我
が
門
の

き

び
の
か
さ
の
お
み
し
だ
る

こ
れ

シ

ダ

ル

い

わ

ゝ
ど

や

垂
ら
小
柳
〈
之
太
良
古
也
奈
支
〉
さ
は
れ

と
う
と
う

垂
る
小
柳
〈
之
太
留
古
也
奈
支
〉
垂

し
だ

こ
や
な
ぎ

し
だ

こ
や
な
ぎ

し
だ

る
か
い
て
は
〈
之
太
留
加
伊
天
波
〉
な
よ
や

垂
る
小
柳
〈
之
太
留
古
也
奈
支
〉（
『
風
俗
歌
』

し
だ

こ
や
な
ぎ

二
〇
・
我
門
）

シ
ヅ
ク
〔
四
段
〕

藤
波
の
影
成
す
海
の
底
清
み
し
づ
く
石
を
も
〈
之
都
久
石
乎
毛
〉
玉
と
そ
吾

な
み

が
見
る
（
『
万
葉
集
』
巻
十
九
・
四
一
九
九
）

そ
し
て
、
シ
ヅ
ム
［
鎮
］
は
、
動
詞
シ
ダ
ル
［
垂
］・
シ
ヅ
ク
と
同
様
に
、
動
詞
シ
ヅ
［
垂
］
が
動
詞
化

接
尾
辞
を
伴
っ
て
派
生
し
た
と
と
ら
え
る
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

シ
ヅ
［
垂
］
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
『
日
本
書
紀
』
兼
夏
本
所
引
日
本
書
紀
私
記
に
ト
リ
シ
デ
テ
「
懸ト

リ
シ
テ
ヽ

止
利
之
弖
〻

」(

神
代
上
・
第
七
段
本
書
）
と
あ
り
、
低
起
式
と
見
ら
れ
る
。
シ
ダ
ル
［
垂
］
の
ア
ク
セ
ン

(

平

上

平

平

上)

ト
は
、
シ
ダ
リ
ヤ
ナ
ギ
「
柳
シ
ダ
リ
ヤ
ナ
キ
（
平
平
平
平
〇
〇)｣

（
『
名
義
抄
』
観
仏
下
本
八
三[

オ]

）
に
よ
り
、

43

低
起
式
と
見
ら
れ
る
。
シ
ヅ
ク
の
そ
れ
は
、『
古
今
集
』
家
隆
本
な
ど
の
「
み
づ
の
お
も
に
し
づ
く
は
な
の

い
ろ
…｣

（
八
四
五
）
に
「
し
づ
く｣

（
平
平
上
）
と
あ
り
、
低
起
式
と
見
ら
れ
る
。

右
の
よ
う
に
、
動
詞
シ
ヅ
［
垂
］
が
動
詞
化
接
尾
辞
を
伴
っ
て
、
シ
ダ
ル
［
垂
］・
シ
ヅ
ク
・
シ
ヅ
ム

［
鎮
］
が
構
成
さ
れ
た
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

他
方
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
異
な
る
シ
ヅ
ム
［
沈
］
の
構
成
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
シ
［
下
］
と
の
関
連
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
シ
［
下
］
と
動
詞
ツ
ム
［
積
］

と
が
複
合
し
て
、
下
に
積
ん
だ
よ
う
に
な
る
意
、
下
に
積
ん
だ
よ
う
に
す
る
意
、
を
表
す
と
と
ら
え
る
の

は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
ツ
ム
［
積
］
は
、
自
動
詞
〔
四
段
〕
と
他
動
詞
〔
四
段
〕
と
が

あ
る
の
に
対
し
て
、
シ
ヅ
ム
［
沈
］
は
、
自
動
詞
〔
四
段
〕
と
他
動
詞
〔
下
二
段
〕
と
で
あ
り
、
シ
［
下
］
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＋
ツ
ム
［
積
］〔
四
段
〕
が
他
動
詞
〔
下
二
段
〕
に
な
る
こ
と
は
、
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
シ

ヅ
ム
［
沈
］
の
構
成
を
シ
［
下
］
＋
ツ
ム
［
積
］
と
見
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
。
シ
ヅ
ム
［
沈
］
の
シ
を

シ
［
下
］
と
見
る
と
し
て
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
シ
ヅ
ム
［
沈
］
の
構
成
は
、
残
念
な
が
ら
未
詳
と
せ
ざ

る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
シ
ヅ
ム
［
沈
］
と
シ
ヅ
ム
［
鎮
］
と
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
金
田
一
法
則

に
基
づ
い
て
検
討
し
、
そ
の
上
で
、
関
連
す
る
い
く
つ
か
の
語
を
ど
う
と
ら
え
る
の
が
よ
い
か
、
考
え
た

こ
と
を
述
べ
た
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
上
代
語
研
究
会
で
議
論
さ
れ
た
こ
と
を
、
担
当
者
で
あ
る
蜂
矢
が
ま
と
め
た
も
の
で

〝

あ
る
。
上
代
の
シ
ヅ
マ
ル
［
鎮
］
の
意
を

神
霊
が
一
定
の
場
所
に
落
ち
着
く
。
国
内
が
静
か
に
な

〟

る
。

と
し
た
の
は
、
そ
の
議
論
の
結
果
で
あ
る
。
永
井
荷
風
「
野
心
」
の
例
の
確
認
は
、
木
下
朗
氏

の
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、｢

シ
ヅ
ム
［
沈
］
と
シ
ヅ
ム
［
鎮
］」
と
い
う
題
は
、
尾
山
慎
氏
の
提

案
に
よ
っ
て
い
る
。
会
の
皆
さ
ん
に
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
上
）
が
掲
載
さ
れ
た
後
に
気
づ
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、『
古
語
大
辞
典
』[

小
学
館
］
は
、
シ
ヅ
ム

［
沈
］
と
シ
ヅ
ム
［
鎮
・
静
］
と
を
別
の
項
に
し
、
前
者
の
「
語
誌
」
欄
に
「
類
聚
名
義
抄
に
よ
れ
ば
、

ア
ク
セ
ン
ト
は
上
上
平
で
、「
鎮
む
」
の
平
平
上
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。」
（
伊
牟
田
経
久
氏
執
筆
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。〔
付
記
〕
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
お
許
し
願
い
た
い
。
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